
 

 
株式会社ホンダアクセス 営業部 広報・販促ブロック 
〒352-8589 埼玉県新座市野火止 8-18-4 
URL  http://www.honda.co.jp/ACCESS/ 
ホンダアクセス twitter http://twitter.com/Honda_Access/ 

Honda Access Corp. 
8-18-4, Nobidome Niizashi Saitama, 352-8589 Japan 

スピードはひかえめに、シートベルトをしめて安全運転。お子様にはチャイルドシートを。 

News Release 

株式会社ホンダアクセスは、量産車をベースにした車両によって行われる国内自動車レース「スーパー耐久シリーズ

2017」にＭｏｄｕｌｏ Ｒａｃｉｎｇ Ｐｒｏｊｅｃｔとして参戦します。 

 

Ｍｏｄｕｌｏ Ｒａｃｉｎｇ Ｐｒｏｊｅｃｔは、世界的に人気を博しているレースカテゴリー「ＴＣＲ」の規格で制作された CIVIC TCR を、

2017 シーズンからスーパー耐久シリーズに新設される「ＳＴ－Ｒクラス」へ Modulo ＣＩＶＩＣ TCR として参戦します。さらに

株式会社童夢が中心となって参戦する MOTUL DOME RACING PROJECT へもサポートを行います。Ｍｏｄｕｌｏ Ｒａｃｉｎｇ 

Ｐｒｏｊｅｃｔのチーム運営、車両メンテナンス、レースメカニックなどについても株式会社童夢が担います。 

尚、7月16日(日)決勝となる第４戦オートポリスには、Ｍｏｄｕｌｏ開発アドバイザーである土屋圭市氏をドライバーに迎える

予定です。 

 

 

 

 

 

株式会社ホンダアクセス 代表取締役 松居祥二 コメント 

「今シーズン、ＳＵＰＥＲ ＧＴ GT５００クラスの 64 号車、100 号車に続き、スーパー耐久シリーズに新設されるＳＴ－Ｒ

クラスに参戦する 2 台のＣＩＶＩＣ ＴＣＲへサポートします。ファンの皆さまの熱い声援をよろしくお願いします。」 

 

株式会社童夢 代表取締役社長 高橋拓也 コメント 

「Ｍｏｄｕｌｏブランドのもと、Honda 並びにホンダアクセスと再びレース参戦できることに今からわくわくしています。目標は

高く持って、表彰台の真ん中をめざして一緒に飛躍したいと思います。」 

 

Ｍｏｄｕｌｏ開発アドバイザー 土屋圭市選手コメント 

「スケジュールの関係で、今年は７月の１戦だけですが、久しぶりに日本選手権レベルの耐久レースに参戦出来ることに

大変興奮しています。ファンの皆さんにＣＩＶＩＣ ＴＹＰＥ Ｒの速さを存分にお見せできればと思っています。応援、宜しく

お願いします。」 

 

 

 

 

 

２０１７年スーパー耐久シリーズへの参戦、チームサポートについて 

２０１７年３月２４日 



 

 

－２－ 

■Modulo RACING PROJECT 

・マシン ：Modulo CIVIC TCR 

・CAR NO. ：97 

・ドライバー 4/1-2 MOTEGI 伊藤真一※１/海老澤紳一※２/中野信治※３ 

 4/28-30 SUGO 伊藤真一/海老澤紳一/中野信治 

 6/10-11 SUZUKA TBN/幸内秀憲※４/道上龍※５ 

 7/15-16 AP 伊藤真一/土屋圭市※６/中野信治 

 9/1-2 FUJI 伊藤真一/幸内秀憲/道上龍/中野信治 

 10/14/15 OKAYAMA 伊藤真一/幸内秀憲/中野信治 

 

■MOTUL DOME RACING PROJECT 

・マシン ：Modulo CIVIC TCR 

・CAR NO. ：98 
 

 

※1・・・元 WGP ライダー 

※2・・・Honda ワンメイクレース スカラシップドライバー 

    (FIT 1.5 チャレンジカップ 2 年連続チャンピオン) 

※3・・・元 F1、CART、INDY ドライバー 現 WEC ドライバー 

※4・・・Honda ワンメイクレース スカラシップドライバー 

    （Civic /Integra IINTER CUP 成績優秀者） 

※5・・・現 WTCC シビックドライバー 

※6・・・Modulo 開発アドバイザー、元 JTCC CIVIC FERIO、NSX-LMGT2 ドライバー 

 


